
川
津 

美
結(

女) 

立
花 

茜 
(

女) 

三
和
団
地 

井
上 

謄
和(

男) 

岩
尾 

建
斗(

男) 

諌
山
七
織
子(

女) 
諌
山
夕
姫
子(

女) 
大
内
佑
希
美(

女) 

山
下 
唯 

(

女) 

財
津
町 

岩
橋 

彩
花(
女) 

小
林 

宥
希(
女) 

恒
藤 

奏
絵(

女) 

村
井
加
奈
子(

女) 

森
下 

美
雪(

女) 

藤
山
町 

町
谷 

碧 
(

女) 

市
ノ
瀬
町 

楢
原 

真 
(

男) 

後
藤
ち
ひ
ろ(

女) 

佐
々
木
晴
菜(

女) 

地
区
外 

樋
口 

広
誠(

男) 

川
原 

亜
耶(

女) 
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「差別をなくす人権標語」 勇気こそ 差別の氷 溶かす熱 

（発  行） 

日田市三花公民館 
日田市清水町 948-1 

TEL24-3388・FAX24-3389 

メールアドレス mihana@m1.b-net.kcv.jp 

ホームページアドレス 

http://www.hita-k.org/mihana/ 

 

 

◎三花地区の人口 4,638 人（男 2,220 人 女 2,418 人） 世帯数 1,900 世帯   （令和元年 12 月 31 日現在) 

      （前年度との比較） 4,760 人（男 2,222 人 女 2,441 人） 世帯数 1,883 世帯  （平成 30 年 12 月 31 日現在）  

三花の話題はホームページから!  三花公民館ホームページアドレス ： http://www.hita-k.org/mihana/ 
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天
神
町 

青
木 
脩
平(

男) 

小
野 
隼
佑(

男) 

財
津 
直
希(

男) 

坂
本 

優
吾(
男) 

井
出
芙
優
花(
女) 

末
廣 

優
佳(

女) 

中
村 

春
香(

女) 

藤
村 

梨
央(

女) 

帆
足 

咲
羽(

女) 

松
岡 

那
月(

女) 

三
俣
舞
衣
子(

女) 

清
水
町 

石
橋 

尚
樹(

男) 

大
友 

一
喜(

男) 

城
戸 

大
樹(

男) 

太
郎
良
寿
瞭(

男) 

原 
 

翔
太(

男) 

八
島 

亜
夢(

男) 

山
本 

敢
城(

男) 

穴
井 

楓
華(

女) 

猪
熊 

亜
美(

女) 

梶
原 

心 
(

女)  

加
藤 

瑞
希(

女) 

河
津
紗
弥
佳(

女) 

三
花
公
民
館
運
営
委
員
会 

会
長 

諌
山 

和
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昨
年

台
風

災
害

多

発
生

甚
大

被 

害

出

最
近

自
然
災
害

多

気

 

す

今
年

平
穏

一
年

願

 

す

 

 

新

三
花
公
民
館

月
２０
日

三
花
地
区

一
番
世
帯
数

多

清
水
町

活
動

始

多

出
会

期
待

今

活

動

優
良
公
民
館
表
彰

受

す

活
動
次
第

市

内

公
民
館

中

公
民
館

期
待

持

す

 

 

今
年

願

す

 

  

三
花
公
民
館 

館
長 

樋
口 

虎
喜 

新
年

す

 

地
域

皆
様

輝

新
春

迎 

喜

申

上

す

 

 

平
素

公
民
館
運
営

対

支
援

協
力

賜

厚

礼
申

上

す

 

案
内

通

三
花
公
民
館

藤
山
町

清
水
町

新
築
移
転

本

年

月
２０
日

開
館

新
築
移
転

尽
力

建
設
委
員
会

関
係
各
位
及

地
域

皆
様

対

心

感
謝
申

上

す

 

近
年

異
常
気
象

防
災
対
策
や
急
激

進

人
口
減
少

少
子

高
齢
化
等
多

課
題

山
積
す

中

地
域

人

求

す

新
設

地
区
公
民
館

地
域
社
会

拠
点

役
割
や
機
能

最
大
限

発
揮

充
実

公
民
館
運
営

目

指

取

組

す

 

引

続

地
域

皆

公
民
館
運
営

関

支
援
賜

す

様

願

申

上

す

 

本
年

地
域

皆
様

健
康

素
晴

一
年

す
様

祈
念

申

上

新
年

挨
拶

す

 

新
年

 

祝 

新
成
人
！ 

 
１
月
１2
日

パ
ト
リ
ア
日
田
で
令
和
初
と
な
る
日
田
市

成
人
式
式
典
が
開
催
さ
れ

日
田
市
で
は
626
人

三
花
地

区
で
は
４2
人
が
新
成
人
と
な
り
ま
し
た

式
典
は
市
ノ
瀬

町
の
佐
々
木
晴
菜
さ
ん
が
三
花
地
区
の
代
表
と
し
て
原
田

市
長
よ
り
成
人
証
を
受
け
取
り
ま
し
た

新
成
人
の
皆
様

の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

 

新成人に抱負を聞くと「自分らしくこれからも頑張っていきたい」「自立し

た大人になりたい」「好きな車を買いたい（ハリアー）」「まだわからないけど、

とにかく頑張る」などいろいろと話しをしてくれました。 

公
民
館
自
主
学
習
教
室 

午
前

部

 

 

三
花

会(

第

火
曜
日) 

 

料

理

教

室

第

木
曜

 

 

三
花
少
年
少
女
囲
碁
教
室

第

土
曜

 

午
後

部

 

大

正

琴

教

室

第

月
曜

 

絵

手

紙

教

室

第

火
曜

 

 

歌
謡
教
室

第

水
曜

 

教
室

第

金
曜

 

夜

部

 

 

踊

第

月
曜

 

 

囲

碁

愛

好

会 

毎
週
火
曜

 

 

卓

球

教

室

毎
週
水
曜

 

 

教
室

毎
週
木
曜

 

 

教

室

第

木
曜

 

 

教
室

第

土
曜

 

詩

吟

教

室

第

土
曜

 

 

す
ず
め
の
学
校
分
校 

天

神

町

分

校 

毎
月
第

火
曜 

三
和
団
地
分
校 

毎
月
第

火
曜 

清

水

町

分

校 

毎
月
第

月
曜 

(

清
水)

毎
月
第

月
曜 

財

津

町

分

校 

毎
月
第

木
曜 

藤

山

町

分

校 

毎
月

回
実
施

月
曜 

秋

原

町

分

校 

毎
月
第

金
曜 

市

瀬
町
分
校 

毎
月
第

金
曜 

小
河
内
町
分
校 

月

回
木
曜 

伏

木

町

分

校 

毎
月
第

火
曜 

 ※
ま
ず
は
見
学
か
ら
で
も
結
構
で
す 

気
軽
な
気
持
ち
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ 

さ
い
！
一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
し

う 

 

新
成
人
者 

※
現
市
外
在
住
者
は
申
し
込
み
の 

あ

た
方
の
み
掲
載(

敬
称
略) 

三花公民館が移転落成 
国道拡幅工事に伴い清水町に移転。２４日に落成式・祝賀会があり、式典では原田啓介市長ら約

７０人が開館を祝いました。   

諌山会長が寄贈の「しだれ桜」を記念植樹後、祝賀会では、 

建設委員会の諌山洋介会長が「地域の拠点施設として多くの 

皆さんに利用してほしい。また、三花公民館の看板を日田市長 

に揮毫してもらった」と挨拶しました。 

移転に伴い、公民館の住所、連絡先が変わりました。 

住所 日田市清水町 948－1 

電話 0973-24-3388 

F a x 0973-24-3389 

Mail mihana@m1.b-net.kcv.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇
三
花
チ

レ
ン
ジ
教
室 

 

１１
月
１６
日(

土)

津
久
見
市
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た

豊
か
な 

国
の
森
作
り
大
会

に 

参
加
し
て
き
ま
し
た

 

津
久
見
市
の
急
傾
斜
地 

に
一
生
懸
命
植
樹
を
し 

ま
し
た

ま
た

１１ 

月
２３
日(

土)

に
は
萩 

尾
公
園
で
開
催
さ
れ
た

市
民
参
加
の

森
づ
く
り
大
会

に 

も
参
加
し
ま
し
た

 

 

式
典
で
は

６
年
生 

の
代
表
団
員
か
ら
市
長 

に
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で 

集
め
た
緑
の
募
金
の
贈 

呈
も
行
い
ま
し
た

 

地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
る
中
で

自

分
た
ち
の
で
き
る
取
り
組
み
が
し

か

り
と
行
わ
れ
ま
し
た

 

１２
月
２５
日(

水)

に
コ
ア
や
ま
く
に
へ

ス
ケ

ト
体
験
に
行
き
ま
し
た

公
民

館
の
前
か
ら
路
線
バ
ス
に
乗
り

に
ぎ

や
か
に
出
発

早
い
時
間
の
バ
ス
し
か

な
か

た
の
で

到
着
し
た
ら
ま
ず
冬

休
み
の
宿
題
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た

 

ス
ケ

ト
で
は
最
初 

は
恐
る
恐
る
滑
る
子
や

 

い
き
な
り
元
気
に
飛
び 

出
し
て
コ
ケ
る
子
な
ど 

い
ろ
い
ろ
で
し
た
が

 

と
て
も
楽
し
い
時
間
を 

過
ご
せ
ま
し
た

 

 

１
月
１０
日(

金)
 

旧
公
民
館
の
最
後
の 

講
座
と
な

た
セ
ミ 

ナ

で
は

受
講
生 

の
財
津
さ
ん
を
講
師 

に

ビ
ニ

ル
袋
入 

れ
を
作
り
ま
し
た

 

今
回
は
受
講
生
が
講 

師
と
な

て
の
モ
ノ
作
り
で
し
た
が

み

ん
な
集
中
し
て
と
て
も
よ
か

た
で
す

 

〇
男
の
料
理
教
室 

 

１
月
２０
日(

月)
 

新
公
民
館
で
初
め
て 

の
講
座
と
な
る

男 

の
料
理
教
室
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た

 

 

受
講
生
は
新
し
い 

調
理
室
で
講
師
の
諌 

山
先
生
に
指
導
を
受 

け
な
が
ら
調
理
を
行
い
ま
し
た

と
て
も

お
い
し
い
料
理
が
出
来
ま
し
た

 

〇
子
育
て
サ
ロ
ン 

 

１
月
２１
日

火

子
育
て
サ
ロ
ン
が
あ

り
ま
し
た

こ
の
日
は
る
ん
び
に
い
の
園

児
の
踊
り

ひ
ろ
ち

ん
の
風
船
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

 

 清水町を通る旧国道の、養面寺橋のそばに薬師堂が建っている。 

その前の市道を４０ｍほど上ったところに、古くから知られる名水の清水がわいている。 

地元では「いがわ」と呼び、湧き出た清水は切り石で長方形に囲まれたなかに、常に５０㎝ほ

どたたえ、余った水は洗い場を通って外へ流れ、小溝をなしている。 

 柱に砂鉄水の文字 

 泉と洗い場の一坪余りを屋根でおおってあり、柱に書かれた「大極上砂鉄水」の文字は、薄

れて読み取れなくなっている。 

 いつのころからこの清水が湧いたものか、言い伝えも無く残ってないのでわからない。しか

し、すぐ近くの西の台地に用松古墳があるところから、かなり古くからの存在が裏づけられ

る。この泉から市道を６０ｍほど上った地点にも湧水があるので、同じ水脈によるものと思わ

れる。 

 泉の湧水量は、むかしに比べると減っているといわれるが、それでもかなりの量である。毎

年行われる「いがわさらえ」の際、壮者２人が組んで桶でくみ出すが、息をきらしての作業で

も、湧水が多いので泉を干してあげるのは難しい。 

 この清水には、思い出をもつ人が多いようだ。学校の行き帰りなど憩いの場でもあった。炎

天下に飲む清水は生き返るように冷たく、先をあらそってのどを潤した。むかしは手桶が備え

てあり、手桶を傾けて顔じゅう濡らして飲んだ。 

「いがわさらえ」は、毎年七夕の日に養面寺の地区民総出でおこなうのが恒例になっている。 

 昭和１５年の日田市誕生の際、町名を「清水町」としたのは、この名水に由来している。 

（三花風土記より） 

１
月
１８
日(

土)

１９
日(

日)

は
九
重 

青
少
年
の
家
に
冬
合
宿
に 

行
き
ま
し
た

 

今
回
も
小
野
公
民
館
と 

合
同
で

夏
の
キ

ン
プ 

以
来
の
再
会
を
楽
し
み
に 

し
て
い
る
児
童
も
多
か

 

た
で
す

 

青
少
年
の
家
に
行
く
前 

に
九
重
夢
大
吊
橋
に
立
ち 

寄
り
ま
し
た

子
ど
も
た 

ち
は
高
さ
に
驚
き
な
が
ら 

も
冬
の
冷
た
い
空
気
を
感 

じ
つ
つ
橋
を
渡
り
ま
し
た

 
今
年
は
暖
冬
の
影
響
で

 

雪
遊
び
と
は
い
き
ま
せ
ん 

で
し
た
が

ア
ス
レ
チ

 

ク

や

お
に
ぎ
り
山
登 

山

で
し

か
り
と
体
を 

動
か
し
楽
し
む
こ
と
が
出 

来
ま
し
た

 

 

親
元
を
離
れ
て
の
集
団 

行
動
で

親
や
周
り
の
方 

へ
の
感
謝
を
学
べ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す

 

〇
女
性
セ
ミ
ナ

 

 

１２
月
６
日(

金)

の
第
７
講
で
は

小
野
地

区
在
住
の
八
十
八
サ
チ
ヲ 

さ
ん
を
お
招
き
し

落
語 

会
を
開
催
し
ま
し
た

 

 

落
語
を
あ
ま
り
聞
い
た 

こ
と
が
な
い
受
講
生
も
楽 

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た

 

 

参
加
の
皆
さ
ん

あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

公民館・地区の予定 
2 月 7 日(金)みはな女性セミナー 

  13 日(木)配食サービス（料理教室） 

14 日(金)三和小学校 昔遊び体験 

14 日(金)文化講演会 

18 日(火)子育てサロン 

  18 日(火)社協ネットワーク研修会 

  21 日(金)三花公民館常任委員会 

29 日(土)三花チャレンジ教室（県発表会） 

3 月 6 日(金)戸山・北部中学校卒業式 

7 日(土)三花チャレンジ教室 

11 日(水)三花チャレンジ教室 閉講式 

12 日(木)料理教室視察研修 

16 日(月)広報 135 号発行 

三花文化講演会のお知らせ 
三花公民館では毎年、それぞれの分野に精通

した講師を招き、地区住民の文化・教養等、意

識の向上を目指し取り組んでおります。今年度

は、戸山中学校の卒業生でもあり、日本航空国

際線で客室乗務員をされていた田中先生をお招

きし、講演会を開催いたします。 
 

日 時：2月 14 日(金)午後７時より 

場 所：三花公民館 集会室 

講 師：田中 元一 先生 

演 題：高度一万メートルで出会った著名人 
 

たくさんの方の参加、お待ちしております。 

三花公民館の引っ越しにおいて 

 今回、道路拡幅の影響により、三花

公民館が移設しました。藤山町にあ

る公民館は取り壊しの関係もあり、

年末年始の大変忙しい時期での引越

しをする必要がありました。 

 そんな中、本当にたくさんの地域

の方、諸団体、他地区公民館の職員、

市職員にお手伝いをいただきまし

た。この場を借りお礼申し上げます。

ありがとうございます。 

 11 月 17 日(日)、約 260 名が参加し、花

月ふれあい交流館と伏木多目的交流館を結

ぶ、「第 22 回石坂石畳道ウォーキング大会」

が素晴らしい秋晴れの下開催されました。 

 各交流館では地元の方々によるバザーの

販売も行われ、伏木でのラッキーくじ抽選

会では多くの笑顔にあふれていました。 

大きなケガもなく、無事に大会を終える

ことが出来ました。準備をいただいた地元

の皆さん、参加者の皆さんお疲れ様でした。 

〇
す
ず
め
の
学
校
指
導
者
会
議 

 

１２
月
１３
日(

金)
 

日
田
レ
ク
レ

シ

ン 

協
会
の
栗
秋
さ
ん
を
講 

師
に
普
段
の
教
室
で
も 

使
え
る
レ
ク
レ

シ

 

ン
の
指
導
を
し
て
い
た 

だ
き
ま
し
た

 

〇
家
庭
教
育
講
演
会 

 

１１
月
３０
日(

土)

る
ん
び
に
い
子
ど

も
園
の
児
童
と
保
護
者
で

み
そ
玉
づ

く
り
と
だ
し
汁
実
験

を
行
い
ま
し
た

講
師
は
福
岡
か
ら
北
川
み
ど
り
先
生
を 

お
招
き
し

優
し
く
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た

 

化
学
調
味
料
で 

は
な
く

食
材
か 

ら
で
る
優
し
い
出 

汁
を
使
う
こ
と
の 

大
切
さ
を
改
め
て 

感
じ
ま
し
た

 


